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これは計算の最初に負数をなくして,その操作を便利

にするために2が加えられているから,これから2を

ひいた -0.893356(-0.791089--0.995623)が対数

単位でしめされた実際の中央致死薬量と,その信頼限

界である. これを矢数Iti位になおす とそのLD50は

0.12783(0.16177-0.10101)〃g/♀ となる.

同様にして豆腐拍培誠によって飼育したそれについ

てえられた,節1表後半の実験成鍬 こついて3回まで

祁正計非を行なった結果は,自然の苑死率C′-6･3と

なり,えられた薬昆一致死率宙線の回付方程式はY-

-0.2281+4.5817∫となった.適合性の検定をおこな

った紙恥は x2(い-3.05の位がえられた.そして対数

Iti位をもってしめされた中央致死薬虫は,

m=1.14108

となった.さきに負数をなくして計界を便利にするた

めにくわえられた2.00をひいて,これを実数qi位にな

おすと 0.13838FLg/♀ となる.これからCSMA培基

で飼育したイエバェと,豆固相培益で飼育したそれと

の,malathion に対する感受性の相対値をもとめる

と.

M-桝0-m0-1.10908-1.14108-0.03200

となり.γ(〟)をもとめて検定するまでもなく,両者

の感受性はほとんど同一であると結諭してさしつかえ

ないであろう.

摘 要

1.CSMA 培)1と立囚氾培基でその幼虫期を飼育し

たイエバエの,雌成虫の malathionに対する感受性

を滴下法によって比較した.

2.自然の粒死串Cを推定して実験結果を解析し,そ

れから中央致死薬袋をもとめるFinneyの方法にした

がってえられた結果を整理した.

3.CSMA 培基および豆腐拍培基で飼育したイエバ

エに対する,malathionの LD6.描,それぞれ 0.12

783.0.13838′′g/♀となり,両者のもつ感受性の間に
はイJ忠の芸ミ只なみとめることはできなかった.
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SummAry

Themalathiom･susceptibilityofthecommon

houseflies.MuscadomesiicazJicinaMacq.,reared

ontheCSMAculturemediumwascomparedwith

thatofthefliesrearedonthe小Okara"culture

medium. Theexperlmentaldataobtainedwere

adjustedforamortalityrateamonguntreated

controlsandanalysedbytheprobitmethodde･

scribedbyFinney.Nosignificantdifferencewas

recognizedbetweenmalathion･susceptibilitiesof

thehousefliesrearedontheCSMA and the

"Okara"culturemedia.TheLD60'sofmalathion

calculatedwere0.12783/Lg/?fortheformerand

0.13838〃g/♀ forthelatterflies.

抄

雌イエJtエ (MuaCadomeBtJ'caLinneAu8)に対

する摂食刺激剤

FeedingStimulantsfortheFemaleHouseFly,

MuscadomesticaLinneaus.W.E.Robbins,

M.∫.Thompson,T.Yamamoto and T.∫.
Shortino,Science147,628,1965

イエバエを半合成的な飼料で飼育する場合,それに

酎母の加水分解物を添加すると,食餌がイエバエに対
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録

して-IFl誘引的になるようにみえた.この効米が.捕

引札 あるいは択食刺激剤,あるいはTLq新のlTj:在に兆

囚するものであ71)かどうかと決めるために,次のよう

な実験を行った.円形波紙を酢母加水分離物の溶紋に

浸流し,それをイエバエの邪の巾に田いたが.誘引性

は示さなかった.しかし油紙と接触したイエバエは吻

を伸ばしてはげしく食物を摂収した.そして数分のう

ちに一団のイエバエが拍紙上に張ってきた.しかもこ
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の桝の両の280匹の胴体のうち98%まで雌イエバエで

あり,さらに班ってくるものもほとんど雌であった.

11!欠利敵剤を叩耶し同定するために,次のような生

物.Lt的な行った.円形姐紙の上に半径 3.2cm の円を

3m'弼き.吐物.試映なしようとする物11を0.133M燐

慨柑tFi紋 (pH7.2)に桁桝し,0.1mlをその1つの円
の小心に粥す.他の2mの円は対lT.(tとして,あるいは

他の物TIとC)比校の火映に川いる.円形は紙は空Ĵ(乾

放し,9cm のペトl)一皿の中におき.それを 1948

NAIDM系イエバエの4.-7日日の成虫1400-2200匹

を入れた邪の中に入れる.有効物質をこの方法でテス

トするとイエバエがすみやかに災ってきて食物を摂取

し.つみ盃って染田を作る (緒紙テスト).

雌のイエバエが幾つかの摂食刺激剤に対して反応す

る場合.その感受性はイエバェの羽化後時間とともに

土OJJllL,また卵D!の発達の状態ともLM係しているので,
眺試物Tiの絶対的な17;･性皮は求められないが.相対他

は求めることができる.すなわち, 1)イエバエの似

合するための原因になっている各物TIの虫を相対的に

決定する. 2)粒々の物質を同一見.同一の円形組紙

上で テストした場合, どの物質の所に虫も優先して

災ってくるかを決定する. 3)既知見物nの上にあっ

まって止っている時Fl'Jを古uること等によって比較実験

を行うことができる.さらにイエバエの附節を刺激し

たとき,その吻を伸ばす個体数の%を決定することに

よっても化合物をテストした.このテストでは30-50

匹の成虫を綿脚 こ雌でくっつけ,それらの附節を適当

な浴紋に浸ZJlした場合に生ずる吻伸弧の反応を記録し

た (相即テスト).

即位加水分脈物申の有効物TIはイオン交換ク.]マト

および繕屑クロマトで叫離した.有効田分の緊タt吸収

スペクトルは,257mFLの位置 276mFLに田をもった

ピークを示す (興型的なguanosinenucleotideある

いは nucleosideの紫外吸収スペクトル).authentie

の GMP異性体と,酵母加水分解物から申離せられ

たGMP異性体とは紫外吸収スペクトルおよび縛屑ク

ロマトグラフにおける Rf値が一致した.また奴も多

穴に才uられる3'-GMP只性f如ま亦外線吸収スペクトル

においてもauthenticな物nと一致した.

111離されたGMP5'qT性脚 ま何れも 1mg以下の血に

おいては,authenticな捺品と同様雌のイエバエに対

して非常に有効な食物摂取刺激性を示した.同一墓を

用いた場合,guanosine-5LmonophosphateはGMP-

3′,あるいはGMP-2'のいずれよりもさらに強い刺激

性を有している.guanosinel5′Jiphosphate(GDP-

5′,guanosine-5′-triphosphate(GTP-5′)およびde･

oxyguanosine-5′-monophosphate(d-GMP-5')もま

た1mg以下で有効であった (義).酎母 RNAl卜の

種々の化介物に対するイエバェ雌の摂食

および附班行動
(GMP,guanosinemonophosphate.GDP,gua一
mosinediphosphate.GTP.guanosinetriphos-
phate,d-GMP,deoxyguanosine monophos-
phate,AMP,adenosinemonophosphate)

化 合 物 琉 (mg)★
1.0 0.1 0.01

Nucleotides

GMp-5' +
GMP-3' +
Gop-5/ +
GTP-5 +
d-GMP-5/ +
AMP-5/

Aminoacids
I.-Leucine +
l一一Methionine +
I一一Isoleucine +
I一一Lysine 十
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+1mの円申に入れる mg

nucleotide.例えは adenosinemonophosphate,

cytosinemonophosphate.uridinemonophosphate

やthimidinemonophosphateも令めて.他の2.3の

nucleotideは 2mgでも反tL;しなかった.adenosine

のdi-およびtri･phosphateはr'']LPi:=LW.紙テストでは

不77;･性であった.

姐紙テストにおいては活性nucleotideは1mg以下

の虫において地い摂食利敵を現すが,高拡q{皮で捌節刺

激テストをした場合にはむしろ活性は低く現れる.こ

れらの物質の1%溶紋を用いてイエバエ雌の吻の伸張

の反応テストを行ったところ,酎母加水分脈物に対し

ては35.6%,GMP-5′に対しては24.6%,GMP-3′に対

しては12.4%,およびAMP-5'に対しては30.0%が

反応した.他のmonophosphatenucleotideはすべて

不活性であった.

カセ'ィンの郁苅による加水分脈物も細紙上における
テストではイエバエ雌に対してお吉取とJA合の刺激とな
ち.しかし郎母加水分脈物に対して用いたと同じクロ

マトグラフその他の方法でも,この中からGMPの存

在は検出されなかった.その代り,有効物質はイオン

交換樹脂カラムから lNNH10H溶紋で流出され, ニ

ンヒドリン反応を示した.そこでカゼインの構成アミ

ノ憩を燐酸緩衝紋巾で泊紙上で生物実験をしたところ,

そのうち5倍のアミノ酸-1eucine,isoleucine,met･

hionine.lysineおよび phenylalamine-が,2mgで

非'l;'fに拭い活性を示した.燐酸緩衝紋を用いないと
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活性は極めてわずかである｡他の 2,3のアニオン,

硫酸嵐 炭酸Iii,塩化物などについても燐酸塩の代り

にテストしてみたが,何れも不活陸であった.娼紙上

の生物試験では燐酸校街披中でL-1eucineとL一meth･

ionineが一番活性である (表).有効なアミノ酸の

D一失性肘ま,1mgでテストした晩 いずれもほんの

わずかに活性であった.しかしD-とL一異性体とを同

じ姐紙でテストすると, イエバェは通常 D-異性体が

多血にあってもL一異性体の方に鈍る.peptideの L-

Leu-いLeuは2mgでも不活性である. また有効 ア

ミノ懐の柾燐はイエバエ雌に対して特異的であった.

附節に対するアミノ酸の刺激作川は滅紙テストとよ
く一致した.lcucine,isoleucine,norleucine,1ysine

および methionineは1%の濃度で50%以上のイエバ

エを刺汲した.phenylalanine,glutamicacidおよび

asparticacidは刺激的ではあったが,やや活性はお

とF).特に最後の2つのアミノ椴は泌紙テストではイ

エバエを災めるには至らなかった.

0.05M という氾fjfで相即刺汲テストの比較試験を

行ったところ,活性のあるアミノ酸の方がguanosine

nucleotideよりも多くの イエバエを刺放した. アミ

ノ酸は0.005Mの氾皮にしてもなお50,%のイエバエ

が反応したが,guanosinenucleotideは0.05M以上

の批皮でも40,%以下の反Li;を示したに過ぎなかった.

iTf.J節テストではadenosinemonophosphateはGMP-

5′とrldじ松の活性庇であり.GMP-3′よりももっと活

性であったが,姐紙テストでは不活性であった.

油紙テストおよび肘節テストしたときの各 nucleo-

tideの相対的な活性度の差は,群をなしている場合と

イ川路で行動している場合とでは享お情が異なるから,班

増には比佼できない.またイエバエのグループによっ

て生BJlr伽感受性がひどく追う場合も観察された.附節

テストにおいて吻伸張をひき起すような 2,3の nu･

cleotideが必ずしも組紙テストでは摂食およびが琉

刺激とならないZ!it!山についてはまだわかっていない.

活性のあるアミノ酸の場合では尉節テストと滅紙テス

トの結果はもっとよく一致した.しかし耶災現象は雌
に対してだけ起る.出も払い15!企.耶災および相即刺
激を超させるには燐酸綻びJ一枚を班用することが必繋で

あるが,燐酸緩衝披だけでは勿論全く不活性であった.

酵母および2,3の蛋白質の加水分解物は重要な放

任現かのミバエ,一般に双趨額の餌として最も誘引的
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な食物である･最近加水分解物と殺虫剤との氾合指食

餌が地中海ミバエ〔CerJtth'sca〆tatク(Wiedemann)〕

を瑛滅するのに使われている.イエバエの摂食刺激剤

と同一の物質が他の昆虫に対しても有効であろうか石

かは興味ある間艦である. (富田一郎)

ネッタイシマカに対する女王物質および類似化合

物の作用

EffectofsyntheticHQueenSubstance"and

related chemicalson immaturestagesof

Aedesaegypti.M.S.QuraishiandA.J.Thor.
steinson,J.econ.Entom.58,185(1965)

細脊椎動物の卵出の発育を阻告する作川がある故蜂

の pheromone,"女Lji物質 QueenSubstance"は,

Butleretal によって,9-oxodec-Erans12-enoic

acidと同起されたが,このpheromoneの合成品と,

その閑辿物質のネッタイシマカAedesaegyL'iiL.の

米成熟掛 こ対する作用に関して,次のことがわかった.

すなわち,ネッタイシマカを,この合成 pheromone

の0.01M浴紋に入れると,節3令幼虫では100%.那
4令初朋の幼虫では,84土0.12%の死亡率であるが.

舶(tenersal)は,阻告を受けず,正'Filrに沌fl-Lて.J戊

虫になる.また,decanoicacidとtyans-2Idecanoic

acidは,いずれも,姐 幼虫ともに搬陸を示すが,殊
にteneralpupaeに効力があった.この二つの脂肪酸

と910XOdec-trams-2-enoicacidとの,作用特異性に

於ける差掛ま.その梢造からみて,oXogroupと,二

韮結合の布き札 およびその位田によるものと考えられ

るが,それを示唆するような結氷が一部Nられた.也

らびに他の脂肪酸では,炭ili軌の長さが,C｡-C9■C･

=粘性が増加し.C9のnonanoicacidが,ネックイシ

マカの米成熱体に対して,rLJl族脂肪酸申,蚊も-iLi性が

強く,C12以上のは,細滋であった.史に,ピメt)ン

政.ズペリン酸,アゼレイン酸の如き,dibasicacid

は本位の幼虫,蛸のいずれにもiii性を示すが,その

程度は,それらに相当する長さの炭素鎖を有する,

monobasicacidに較べると,はるかに低いものであ

った.最後に,上記のうち,脂肪酸によって死亡した

ネッタイシマカの幼虫や,蛸のメラニン化が死後進ん

でいるが,2-ox0-0ctanoicacidと 2-oxo-decanoic

acidによるものは.白色を盟していることがわかっ

た. (柏木 滋)


